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　宮崎県王子山遺跡から出土した縄文時代草創期の炭化植物遺体の 14C 年代測定，鹿児島県西多

羅ヶ迫遺跡および上床城跡遺跡から出土した縄文時代草創期から早期初頭の土器付着炭化物の 14C

年代測定，炭素・窒素安定同位体分析を行ってその年代的位置づけを検討し，土器付着物について

は煮炊きの内容物の検討を行った。王子山遺跡の炭化コナラ属子葉と炭化鱗茎類は縄文時代草創期

のものであることを確かめた。これらは縄文時代草創期の南九州において，コナラ亜属のドングリ

やユリ科ネギ属の鱗茎が食料として利用されていたことを示す重要な例である。一方，西多羅ヶ迫

遺跡の無文土器は，隆帯文土器の直後の時期に位置づけられると推定され，鹿児島県建昌城跡から

出土した無文土器の年代とも比較的近いものであった。ただし，炭素・窒素安定同位体分析の結果

から，煮炊きの内容物に海産物が含まれている可能性も考えられるため，正確な年代的位置づけに

ついては課題を残した。これらの無文土器は縄文時代早期初頭岩本式よりも，隆帯文土器の年代に

より近いことが分かったことは大きな成果である。上床城跡遺跡の水迫式〜岩本式の土器は，これ

までの縄文時代早期初頭の土器群の年代と良く一致している。縄文時代草創期から早期初頭の土器

群や関連する遺構群，植物質遺物の 14C 年代測定例，土器付着炭化物の安定同位体分析例を蓄積し

ていくなかで，隆帯文期の生業活動の解明，その後の消滅，縄文時代早期初頭の貝殻文系土器群の

登場に至るプロセスとその実態を明らかにしていくことが重要である。
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